
▼
年
の
始
め
だ
か
ら
、
国
の
始
ま

り
の
土
地
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え

て
み
よ
う
と
思
う
。
言
う
ま
で
も

な
く
、
こ
の
国
は
奈
良
県
南
部
の

地
方
「
飛
鳥
」
で
形
成
さ
れ
は
じ

め
た
と
い
う
の
が
、
定
説
で
あ
る
。

北
九
州
説
や
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
あ

る
が
、
や
は
り
奈
良
が
大
和
の
国

「
ま
ほ
ろ
ば
」
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
。
▼
こ
の
地
を
私
の
子
供
が
小

学
生
の
頃
『
古
事
記
』『
日
本
書

紀
』
そ
れ
に
『
万
葉
集
』
な
ど
を

持
っ
て
「
斑
鳩
」「
雷
丘
（
い
か

ず
ち
の
お
か
）」
な
ど
歩
き
回
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
大
陸
か
ら
渡
っ

て
き
た
と
の
説
も
あ
る
蘇
我
馬
子

の
墓
と
さ
れ
る
「
石
舞
台
」
も
、

子
供
達
は
登
っ
た
り
降
り
た
り
し

て
い
た
。
現
在
こ
れ
ら
歴
史
的
観

光
資
源
は
、
柵
が
設
け
ら
れ
て
近

づ
く
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
い

る
。
▼
こ
れ
は
わ
が
国
だ
け
で
な

く
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
も
同
様
で
、

ロ
ン
ド
ン
西
方
二
、
三
〇
〇
キ
ロ

の
所
に
あ
る
、「
ス
ト
ー
ン
ヘ
ン

ジ
」
な
ど
も
柵
で
取
り
囲
ま
れ
て

い
る
。
ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
は
、
風

化
し
た
石
の
柱
が
、
直
径
十
メ
ー

ト
ル
の
円
形
に
並
ん
で
い
る
。
祭

場
、
墓
地
な
ど
の
説
も
あ
る
が
、

明
確
に
は
さ
れ
て
い
な
い
。
イ
ギ

リ
ス
人
に
と
っ
て
そ
の
程
度
だ
か

ら
、
他
国
の
人
間
に
と
っ
て
は
な

お
、
解
か
り
難
い
も
の
で
あ
る
。

昔
は
、
倒
れ
た
柱
の
上
に
登
っ
た

り
し
て
遊
ん
だ
も
の
だ
が
、
今
や

厳
重
な
柵
に
囲
ま
れ
て
、
遠
く
か

ら
眺
め
て
い
る
他
は
な
い
。
▼
こ

の
よ
う
な
例
は
他
に
も
あ
る
が
、

史
跡
は
保
存
に
重
点
を
置
く
か
、

観
光
に
重
点
を
置
く
か
に
よ
っ
て

か
な
り
対
応
が
変
わ
っ
て
く
る
。

私
た
ち
観
光
者
に
と
っ
て
は
、
で

き
る
だ
け
近
づ
き
手
で
触
る
こ
と

が
望
ま
し
い
が
、
そ
れ
も
次
第
に

難
し
く
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
次

代
に
繋
げ
る
た
め
に
は
、
や
む
を

得
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
。（
ふ
）

平成２０年（２００８年）１月１０日 友　 愛（１） 第４９１号
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冬の富士山、日本各地の
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友
愛
の
み
な
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
も
国
際
協
力
の
一
環
と

し
て
青
年
研
修
や
植
林
事
業
、
さ
ら
に
は
ド
イ

ツ
歌
曲
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
鳩
山
一
郎
の
友
愛
精

神
を
基
調
に
し
た
様
々
な
活
動
に
、
積
極
的
に

ご
協
力
く
だ
さ
り
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
も
感
じ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
世

界
で
は
未
だ
に
テ
ロ
が
続
き
、
戦
争
が
終
わ
ら

ず
、
日
本
で
は
肉
親
が
殺
し
あ
う
よ
う
な
凄
惨

な
事
件
や
、
不
条
理
な
格
差
社
会
に
苦
し
む

人
々
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
す
。
今
こ
そ
友
愛

精
神
を
日
本
の
各
界
の
指
導
者
た
ち
に
、
地
域

社
会
に
、
そ
し
て
世
界
に
広
め
る
こ
と
が
急
務

で
あ
る
と
痛
感
し
ま
す
。

そ
の
思
い
の
一
端
を
担
う
べ
く
、
弟
の
邦
夫

副
理
事
長
と
協
力
を
し
て
、
協
会
の
皆
様
に
お

手
伝
い
を
戴
き
、
本
年
四
月
か
ら
「
鳩
山
友
愛

塾
」
を
開
講
い
た
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
塾

長
に
は
姉
の
井
上
和
子
副
理
事
長
に
就
任
し
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。
各
界
の
指
導
者
た
ら
ん

と
す
る
若
者
た
ち
に
大
い
に
学
ん
で
い
た
だ
き
、

友
愛
精
神
に
基
づ
い
て
果
敢
な
挑
戦
を
し
つ
つ

未
来
を
切
り
拓
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
年
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
昨
年
は
二
度
に

わ
た
り
法
務
大
臣
を
拝
命
し
、
慌
し
い
中
に
も

重
責
を
果
す
べ
く
、
職
務
に
邁
進
し
、
年
越
し

を
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
充
実
し
た
活
動
が
続
け
ら
れ
ま

す
の
も
、
ご
支
持
、
ご
支
援
く
だ
さ
る
皆
様
の

お
蔭
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
世
界
を
見
渡
す
と
き
「
地

球
温
暖
化
問
題
」
な
ど
環
境
の
問
題
を
は
じ
め
、

多
く
の
解
決
す
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、

卑
近
な
問
題
と
し
て
目
の
前
に
あ
る
こ
と
が
解

か
り
ま
す
。
加
え
て
国
内
に
も
、
同
様
に
解
決

す
べ
き
問
題
の
何
と
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
人

が
人
と
し
て
、
人
に
、
地
球
に
優
し
く
な
れ
ば
、

解
決
の
道
の
り
は
き
っ
と
短
く
な
る
で
し
ょ
う
。

今
こ
そ
「
友
愛
」
の
心
を
基
調
に
、
す
べ
て

の
事
柄
を
見
つ
め
直
し
、
人
類
の
英
知
を
発
揮

す
る
べ
き
と
き
だ
と
思
い
ま
す
。
私
も
「
友
愛
」

の
一
人
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
私
の
出
来
る
と

こ
ろ
で
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
に
皆
様
か
ら
賜
り
ま
し
た
「
友
愛
」

へ
の
ご
協
力
、
ご
支
援
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

お
陰
様
で
「
友
愛
」
の
事
業
も
「
植
林
活
動
」

「
ド
イ
ツ
歌
曲
コ
ン
ク
ー
ル
」「
２
０
０
７
日
中

文
化
･
ス
ポ
ー
ツ
交
流
年
」
公
式
認
定
事
業
な

ど
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
て
順
調
に
展

開
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
友
愛
」
の

精
神
を
大
切
に
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
納
得

し
て
い
た
だ
け
る
活
動
に
な
る
よ
う
力
を
尽
く

す
所
存
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
は
由
紀
夫
、
邦
夫
の
二
人
の
弟

が
力
を
合
わ
せ
、
新
し
い
こ
と
に
取
り
組
む
と

の
こ
と
で
、
私
も
及
ば
ず
な
が
ら
力
を
貸
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

祖
父
の
唱
え
た
「
友
愛
」
が
、
様
々
な
か
た

ち
を
も
っ
て
活
動
と
し
て
続
け
て
行
か
れ
る
こ

と
に
、
誇
り
と
、
大
き
な
責
任
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



っ
た
。
今
回
初
め
て
審
査
員
を

務
め
た
本
島
先
生
は
、
本
コ
ン

ク
ー
ル
第
一
回
の
一
位
入
賞
者

で
、
島
崎
実
行
委
員
長
も
「
こ

の
コ
ン
ク
ー
ル
の
歴
史
を
感
じ

る
」
と
大
喜
び
、
他
の
審
査
員

か
ら
も
感
慨
ひ
と
し
お
と
の
声

が
あ
が
っ
た
。

審
査
の
た
め
の
休
憩
時
間
を

利
用
し
て
投
票
が
行
わ
れ
た

「
聴
衆
者
賞
」
は
、
会
場
の
外

に
設
け
ら
れ
た
出
場
者
の
一
覧

表
に
直
接
○
印
を
書
き
入
れ
る

方
式
。
名
前
の
下
の
丸
印
が
伸

び
る
度
歓
声
が
上
が
る
。
追
い

つ
追
わ
れ
つ
の
接
戦
が
続
い
た

平成２０年（２００８年）１月１０日 友　 愛 （２）第４９１号

選
会
が
行
わ
れ
た
。

第
一
位
受
賞
、
文
部
科
学
大

臣
奨
励
賞
に
輝
い
た
の
は
、
石

井
藍
さ
ん
。（
ウ
ィ
ー
ン
国
立

音
楽
大
学
修
了
）。
迫
力
の
あ

る
歌
声
が
大
き
く
評
価
さ
れ
、

今
年
度
か
ら
設
け
ら
れ
た
「
聴

衆
者
賞
」（
聴
衆
の
投
票
に
て

決
定
）
も
受
賞
、
笑
顔
が
輝
く
。

第
二
位
は
、
清
水
俊
徳
さ
ん

（
京
都
市
立
芸
術
大
学
卒
業
）。

本
選
会
唯
一
の
男
性
の
歌
声

が
、
見
事
二
位
を
勝
ち
取
っ
た
。

第
三
位
に
、
老
田
裕
子
さ
ん(

大

阪
音
楽
大
学
大
学
院
修
了)

。
奨

励
賞
（
学
生
の
部
）
は
、
佐
藤

優
子
さ
ん
（
東
京
音
楽
大
学
在

学
中
）。
優
秀
共
演
者
賞
は
、

高
橋
知
子
さ
ん(Stuttgart

国
立

音
楽
大
学
院
ピ
ア
ノ
科
修
了
）、

日
本
歌
曲
賞
は
大
野
美
沙
さ
ん

（
ト
ロ
ッ
シ
ン
ゲ
ン
国
立
音
楽

大
学
大
学
院
修
了
）
と
な
っ
た
。

日
本
Ｒ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
協
会

賞
は
該
当
者
な
し
）

本
選
会
の
審
査
員
は
、
朝
倉

蒼
生
、コ
ン
ラ
ー
ト
・
リ
ヒ
タ
ー
、

菅
英
三
子
、
島
崎
照
代
、
高
橋

啓
三
、
原
田
茂
生
、
本
島
阿
佐

子
、
ヨ
ズ
ア
・
バ
ル
チ
ェ
、(
五

十
音
順)

の
八
名
の
先
生
方
が
担

当
さ
れ
、
厳
正
な
審
査
に
あ
た

「
友
愛
」
の
事
業
の
一
つ
で
あ
る
植
林
活
動
も
、
回
を
重
ね
て
八
年
目
に
入
っ
た
。
十
九
年
度
は
、
新
規
事
業
と
な
る
福
建
省
ア
モ
イ
市
に

決
ま
り
、
第
一
回
目
の
訪
中
が
行
わ
れ
た
。
二
〇
〇
七
年
は
、
日
中
国
交
回
復
三
五
周
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
外
務
省
が
推
進
す
る
「
２
０

０
７
「
日
中
文
化
ス
ポ
ー
ツ
交
流
年
」
事
業
が
展
開
さ
れ
て
お
り
「
友
愛
」
も
公
式
認
定
事
業
を
行
っ
た
。（
詳
細
は
次
号
で
お
知
ら
せ
）

福
建
省
は
、
中
国
政
府
が
緑
化
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
し
て
お
り
、
中
国
側
の
力
の
入
れ
方
も
ひ
と
し
お
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
モ
イ
市
は
中
国

で
も
有
数
の
商
業
都
市
で
あ
る
が
、
山
間
部
に
お
け
る
治
水
の
必
要
性
は
高
く
、
今
回
の
植
林
活
動
は
、
地
元
か
ら
も
大
い
に
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。「
友
愛
」
一
行
は
「
熱
烈
歓
迎
」
の
な
か
、
大
学
生
と
の
交
流
も
含
め
、
大
き
な
成
果
に
繋
が
る
活
動
を
行
っ
た
。

開
催
十
八
回
を
数
え
た
本
コ

ン
ク
ー
ル
は
、
外
務
省
、
文
部

科
学
省
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使

館
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
大
使

館
、
日
墺
文
化
協
会
、
社
団
法

人
日
本
演
奏
連
盟
の
後
援
お
よ

び
、
株
式
会
社
音
楽
之
友
社
、

株
式
会
社
河
合
楽
器
製
作
所
、

ヤ
マ
ハ
株
式
会
社
、
日
本
ベ
ー

ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
、
日
本
Ｒ
・

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
協
会
の
協
賛
を

得
て
行
わ
れ
た
。

全
国
か
ら
六
十
余
名
の
応
募

者
が
あ
り
、
一
次
予
選(

二
十
八

名
に
選
考)

、
二
次
予
選
を
経
た

十
名
に
よ
っ
て
コ
ン
ク
ー
ル
本

参加者・関係各位揃っての記念撮影。熱気のさめやらぬ会場、高揚した頬が若さを物語っている

＊＊＊　ガブリエッラ・コピアスさんプロフィール　＊＊＊
ハンガリー出身（現在はオーストリア国籍）。プタペスト、フランツ・リスト音楽院でフルート
を学び最優秀で卒業。その後オーストリア、グラーツ大学を最優秀で修了。フルート演奏の他ジ
ャズボーカルもこなす多才な演奏家。１８金のフルートから流れ出る音色は、聞く者を魅了する。

が
、
石
井
藍
さ
ん
の
獲
得
し
た

投
票
が
、
一
番
の
伸
び
を
み
せ
、

一
位
と
な
っ
た
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
勤
労
青
年
連
盟

（:

Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
）
よ
り
派
遣
来
日
。

フ
ル
ー
ト
奏
者
ガ
ブ
リ
エ
ッ

ラ
・
コ
ピ
ア
ス
さ
ん
特
別
出
演

本
選
会
終
了
後
、
招
聘
青
年

と
し
て
来
日
中
の
ガ
ブ
リ
エ
ッ

ラ
・
コ
ピ
ア
ス
さ
ん
の
フ
ル
ー
ト

演
奏
「
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
行

わ
れ
た
。
出
身
地
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
曲
を
哀
し
く
も
力
強
い
、
見

事
な
表
現
力
で
演
奏
し
聴
衆
の

感
嘆
を
誘
っ
た
。
ピ
ア
ノ
伴
奏

は
、
ド
イ
ツ
語
も
堪
能
で
ガ
ブ

リ
エ
ッ
ラ
さ
ん
と
は
息
も
ぴ
っ

た
り
の
石
川
直
美
さ
ん
が
担

当
、
見
事
な
演
奏
を
披
露
し
た
。

ご
協
力
戴
き
ま
し
た
関
係
各

位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
０
７
「
日
中
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
年
」
公
式
認
定
事
業

「
日
中
緑
化
ア
モ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
け
ん
玉
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
競
技
大
会
」
同
時
開
催

「
友
愛
」
担
当
　
十
九
年
度
分
新
規
植
林
事
業
始
ま
る

緑
化
モ
デ
ル
地
域
に
指
定
さ
れ
た
福
建
省
初
の
植
林
活
動

中国全図からみた福建省の位置

日
中
緑
化
交
流
基
金
ア
モ
イ
市
内
植
林
活
動

福
建
省

新聞数紙に「友愛」植林訪中が報じられた 「友愛」の名が刻まれた植林記念碑の前で

十
二
月
十
三
日
（
木
）
〜
十

七
日
（
月
）
の
日
程
で
訪
中
団

は
ア
モ
イ
市
に
向
か
っ
た
。

北
緯
約
24
度
に
位
置
す
る
ア

モ
イ
市
は
、
十
二
月
と
は
い
え
、

日
本
の
晩
秋
の
気
候
で
過
ご
し

や
す
い
。
中
国
五
大
経
済
特
区

に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
、
国
連

の
人
間
居
住
賞
も
受
け
て
い
る

豊
か
な
都
市
で
あ
る
。
市
内
の

緑
も
多
く
緑
化
モ
デ
ル
地
域
と

も
な
っ
て
い
る
が
、
山
間
部
に

お
け
る
治
水
は
遅
れ
て
お
り
、

場
所
柄
た
び
た
び
襲
わ
れ
る
台

風
の
被
害
が
、
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
今
回
の
植
林
予
定
地
は
、

市
内
か
ら
車
で
お
よ
そ
四
〇

分
、
小
さ
な
山
が
連
な
る
山
間

部
で
あ
る
。
現
在
小
さ
な
ダ
ム

建
設
が
行
わ
れ
て
い
る
渓
谷
を

見
下
ろ
す
丘
の
上
に
、
植
林
の

式
典
会
場
が
設
え
ら
れ
た
。

会
場
に
は
ア
モ
イ
市
内
の
大

学
生
お
よ
そ
五
〇
名
が
参
集
、

ア
モ
イ
市
全
青
連
、
ア
モ
イ
市

関
係
者
、
全
青
連
北
京
本
部
か

ら
の
参
列
者
な
ど
、
錚
々
た
る

顔
ぶ
れ
が
揃
い
開
始
さ
れ
た
。

「
友
愛
」
訪
中
団
川
手
正
一

郎
団
長
は
、
参
集
の
大
学
生
に

む
け
て
挨
拶
、「
出
会
い
と
い

う
機
会
を
大
切
に
し
ま
し
ょ

う
。
今
こ
こ
で
皆
さ
ん
と
会
っ

て
い
る
こ
と
を
大
切
に
し
ま
し

ょ
う
。
そ
し
て
未
来
に
続
く
環

境
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
」
と

述
べ
、
元
気
溢
れ
る
拍
手
と
歓

声
に
包
ま
れ
た
。

全
員
で
葉
の
大
き
な
「
炭
酸

同
化
効
率
」
の
高
い
樹
木
の
苗

を
植
え
、
水
を
遣
り
式
典
は
終

了
し
た
。
そ
の
後
、
参
加
の
大

学
生
が
積
極
的
に
話
掛
け
て
来

た
り
、
一
緒
に
写
真
を
撮
り
た

い
と
希
望
し
て
、
互
い
に
カ
メ

ラ
に
納
ま
る
な
ど
、
賑
や
か
な

交
流
が
行
わ
れ
た
。

翌
日
は
、
ア
モ
イ
大
学
の
大

学
生
一
五
〇
名
の
参
加
を
受
け

て
「
け
ん
玉
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン

グ
・
競
技
大
会
」
が
ア
モ
イ
高

校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
（
詳

細
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
）。
こ
の
折
り
参
加
の
、
ア

モ
イ
大
学
日
本
語
学
科
の
学
生

か
ら
、「
も
っ
と
交
流
の
機
会

を
」
と
の
要
請
が
あ
り
、
川
手

団
長
が
快
諾
。
夜
七
時
よ
り
予

定
を
は
る
か
に
過
ぎ
、
午
後
九

時
ま
で
校
内
で
楽
し
い
話
し
合

い
の
場
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

「
友
愛
」
訪
中
団
の
小
林
樹

生
・
山
口
陽
介
・
重
木
洋
三
人

の
若
者
も
大
い
に
語
り
合
い
、

充
実
の
交
流
と
な
っ
た
。

元気一杯な現地学生の希望で記念撮影アモイ大学日本語学科との学生と交流会

哀
し
く
も
力
強
い
ガ
ブ
リ
エ
ッ
ラ
さ
ん

の
フ
ル
ー
ト
の
調
べ
が
、
観
衆
を
魅
了

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
受
賞

第
一
位
　
石
井
　
藍
さ
ん

第
二
位
　
清
水
　
俊
徳
さ
ん



寺
で
あ
る
千
栄
寺
で
、
お
墓
参

り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

千
栄
寺
で
は
公
務
ご
多
忙
の

中
、
鳩
山
邦
夫
先
生
が
、
私
ど

も
の
到
着
を
待
っ
て
い
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
先
生
の
地
元
で
、

先
生
に
お
目
に
か
か
れ
、
皆
大

感
激
で
全
員
で
の
記
念
写
真
に

納
ま
り
ま
し
た
。

久
留
米
市
婦
人
会
と
の
交
流

宿
泊
予
定
の
原
鶴
温
泉
の
宿

に
荷
物
を
預
け
、
再
び
久
留
米

市
に
出
向
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら

で
、
久
留
米
市
婦
人
会
の
方
々

と
懇
親
の
会
合
が
も
て
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
市
内

の
「
浄
安
」
と
い
う
店
で
久
留

米
市
婦
人
会
の
方
々
と
合
流
、

鳩
山
邦
夫
先
生
、
太
郎
さ
ん
も

ご
参
加
い
た
だ
き
懇
親
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
法
務
大
臣
ご
就

任
以
来
、
初
め
て
邦
夫
先
生
に

ご
出
席
い
た
だ
い
た
懇
親
会

は
、
以
前
に
も
増
し
て
心
温
ま

る
も
の
で
し
た
。

十
九
日
　
原
鶴
温
泉
を
後

に
、
柳
川
で
川
下
り
、
一
日
柳

川
藩
主
立
花
邸
を
見
学
、
紅
葉

の
耶
馬
渓
を
経
て
、
別
府
温
泉

へ
、
別
府
の
湯
け
む
り
に
包
ま

れ
、
一
夜
を
過
ご
し
、
別
府
湾

の
夜
景
は
と
て
も
き
れ
い
で
し

た
。二

十
日
　
三
日
目
湯
布
院
で

昼
食
。
晩
秋
の
山
な
み
ハ
イ
ウ

ェ
ー
を
ド
ラ
イ
ブ
、
雄
大
な
阿

蘇
草
千
里
の
夕
映
え
は
絶
景
で

し
た
。
早
め
に
内
牧
温
泉
に
着
、

宴
会
も
盛
り
上
が
り
、
別
亭
望
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ユ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
提
案

あ
の
感
動
の
ロ
ー
マ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
よ
り
帰
国
。「
日
独
青

少
年
交
歓
実
行
委
」「
友
愛
」

「
青
少
年
団
体
」
の
会
合
に
報

告
、
来
る
べ
き
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
際
に
、
ユ
ー
ス
キ
ャ
ン

プ
の
開
催
を
提
案
し
た
。

昭
和
三
十
五
年
の
日
本
は
、

初
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控

え
、
燃
え
に
燃
え
て
い
た
の
で
、

話
が
進
み
、
開
催
の
気
運
が
一

気
に
拡
が
っ
た
。

そ
の
後
、
準
備
を
重
ね
、
昭

和
三
十
七
年
六
月
二
十
五
日
、

二
十
六
の
青
少
年
団
体
の
参
加

の
も
と
、「
世
界
青
少
年
キ
ャ

ン
プ
青
少
年
団
体
委
員
会
」
が

発
足
し
た
。

委
員
長
川
崎
秀
二
（
日
独
）

副
委
員
長
小
林
運
美
（
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
）
同
横
山
裕
吉
（
ユ

ー
ス
ホ
ス
テ
ル
）
同
古
屋
脩
則

（
日
青
協
）
事
務
局
長
奥
田
吉

郎
（
友
愛
）
が
役
員
に
就
任
し

た
。事

務
局
は
、
最
初
、
中
青
連

に
置
か
れ
た
が
、
最
後
は
、
音

羽
の
友
愛
事
務
局
に
移
り
、
井

上
都
司
子
（
友
愛
・
故
人
）
が

担
当
し
た
。

構
想
自
体
に
は
、
共
鳴
す
る

人
が
多
く
、
順
調
に
進
む
か
の

よ
う
に
見
え
た
が
、
実
際
問
題

と
な
る
と
、
余
り
に
も
難
問
が

多
く
、
苦
労
の
連
続
で
あ
っ
た
。

「
予
算
」
獲
得
の
苦
労

る
計
画
を
察
知
、
校
舎
を
改
装

す
る
条
件
で
移
転
を
延
期
、
付

属
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
は
、
キ
ャ
ン
プ

に
、
高
校
生
を
参
加
さ
せ
る
企

画
を
立
て
る
こ
と
で
了
解
を
と

り
、
よ
う
や
く
キ
ャ
ン
プ
の
会

場
の
決
定
を
み
た
。

絶
対
数
の
足
り
な
い
開
・
閉
会

式
の
入
場
券

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
主
会

場
と
な
る
国
立
競
技
場
は
、
新

設
が
決
ま
ら
ず
、
最
終
的
に
は

改
装
と
な
っ
た
。

席
は
、
七
万
一
千
四
百
人
余

の
収
容
と
な
り
、
ナ
イ
ヨ
、
ナ

イ
ヨ
キ
ッ
プ
が
ナ
イ
ヨ
と
騒
が

れ
て
い
た
。

開
・
閉
会
式
の
入
場
券
の
申

請
は
、
二
千
枚
と
申
し
込
ん
で

い
た
。

入
場
券
担
当
者
か
ら
呼
び
だ

さ
れ
、
券
の
奪
い
合
い
で
収
拾

が
つ
か
ず
、
各
五
百
枚
が
精
一

杯
と
宣
告
さ
れ
た
。

こ
ち
ら
も
立
往
生
の
所
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
事
務
総
長
の
与
謝

野
秀
さ
ん
の
、
外
国
に
売
り
出

す
キ
ッ
プ
か
ら
、
外
国
人
参
加

者
の
分
を
差
し
引
く
名
案
の
提

示
で
、
理
事
会
も
無
事
に
通
り
、

見
事
な
解
決
を
み
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
世
界
青

少
年
キ
ャ
ン
プ
は
、「
平
和
と

友
好
」
を
旗
印
に
、
昭
和
三
十

九
年
十
月
六
日
よ
り
二
十
五
日

ま
で
の
約
三
週
間
、
世
界
二
十

六
カ
国
一
千
十
八
名
（
内
海
外

友
愛
婦
人
会
五
十
周
年
事
業

の
一
環
と
し
て
、
三
泊
四
日
の

九
州
旅
行
を
昨
年
度
の
内
に
企

画
致
し
ま
し
た
。
十
九
年
十
一

月
や
っ
と
そ
の
実
現
の
日
と
な

り
、
十
八
日
（
日
）
〜
二
十
一

日
（
水
）
に
か
け
て
、
会
員
二

十
八
名
の
参
加
に
て
、
九
州
へ

の
旅
に
出
ま
し
た
。

十
八
日
　
午
前
十
時
三
十
分

羽
田
よ
り
の
フ
ラ
イ
ト
、
快
晴

に
恵
ま
れ
、
日
本
列
島
を
南
下
、

眼
下
に
見
渡
す
風
景
は
素
晴
ら

し
い
も
の
で
し
た
。

鳩
山
邦
夫
先
生
と
記
念
撮
影

昼
、
福
岡
空
港
着
。
太
宰
府

天
満
宮
へ
バ
ス
で
移
動
、
昼
食

後
、
鳩
山
邦
夫
先
生
の
地
元
で

あ
る
久
留
米
市
に
到
着
し
ま
し

た
。
久
留
米
市
ご
出
身
で
、
今

や
世
界
の
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
と
呼

ば
れ
る
大
企
業
を
創
り
上
げ
た

石
橋
正
二
郎
様
の
偉
大
な
足
跡

の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
美
術

館
な
ど
ゆ
か
り
の
地
を
走
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
石
橋
家
菩
提

本
来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
主

競
技
場
の
決
定
と
選
手
村
の
遅

れ
、
第
二
競
技
場
の
駒
沢
ま
で

の
道
路
の
建
設
等
が
難
航
し
、

大
新
聞
の
社
説
に
も
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
は
可
能

か
、
四
年
早
過
ぎ
た
の
で
な
い

か
と
報
じ
ら
れ
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
そ
の
も
の

に
、
赤
信
号
が
点
灯
さ
れ
た
状

況
下
で
、
青
少
年
キ
ャ
ン
プ
の

予
算
獲
得
は
、
至
難
を
極
め
、

最
後
ま
で
駄
目
の
連
続
で
あ
っ

た
。全

て
が
暗
い
中
、
昭
和
三
十

八
年
度
の
予
算
に
、
ギ
リ
ギ
リ

で
千
五
百
万
円
が
計
上
さ
れ
、

天
に
も
昇
る
気
持
ち
で
あ
っ

た
。蔭

に
、
鳩
山
威
一
郎
先
生
の
、

お
力
添
え
が
あ
っ
た
こ
と
と
、

感
謝
し
て
い
る
。

キ
ャ
ン
プ
会
場
探
し

青
少
年
キ
ャ
ン
プ
は
、
総
理

府
青
少
年
問
題
協
議
会
所
管
と

な
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
担
当
相

の
川
島
正
二
郎
先
生
を
委
員
長

に
組
織
委
員
会
が
発
足
、
事
務

的
に
は
、
滑
り
出
し
た
の
に
、

適
切
な
会
場
が
、
容
易
に
見
つ

か
ら
な
か
っ
た
。

決
ま
り
か
け
た
横
浜
の
三
ツ

沢
競
技
場
が
、
サ
ッ
カ
ー
に
取

ら
れ
、
困
窮
す
る
中
、
東
京
学

芸
大
学
の
世
田
谷
分
校
が
、
三

十
九
年
春
、
小
金
井
の
本
校
に

統
合
し
、
後
に
付
属
高
校
が
入

蘇
閣
に
宿
泊
。
こ
の
夜
は
、
ほ

と
ん
ど
の
方
が
夜
の
明
け
ぬ
間

に
露
天
風
呂
「
峰
望
の
湯
」
に

出
向
き
、
温
泉
に
浸
か
り
な
が

ら
明
け
の
明
星
を
仰
ぎ
、
根
子

岳
の
向
こ
う
に
昇
る
日
の
出
を

満
喫
す
る
と
い
う
贅
沢
を
味
わ

い
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
自
然

と
の
出
会
い
、
英
気
も
養
わ
れ

至
福
の
ひ
と
と
き
で
す
。

二
十
一
日
　
熊
本
に
出
て
築

城
四
百
年
祭
で
構
築
中
の
熊
本

城
を
見
学
、
優
美
な
回
遊
式
庭

園
水
前
寺
を
公
園
散
策
し
、
名

残
を
惜
し
み
な
が
ら
熊
本
空
港

へ
向
か
い
ま
し
た
。
夕
刻
五
時

三
十
分
に
は
羽
田
に
到
着
。
三

日
間
六
百
五
十
km
の
行
程
も
済

ん
で
し
ま
え
ば
あ
っ
と
い
う
間

で
す
。
福
岡
、
大
分
、
熊
本
と

三
県
を
巡
り
、
美
味
し
い
も
の

を
堪
能
し
、
素
晴
ら
し
い
出
会

い
と
景
観
、
沢
山
の
思
い
出
が

お
土
産
で
す
。

な
に
よ
り
政
治
の
中
心
に
お

ら
れ
忙
し
く
お
過
ご
し
の
邦
夫

先
生
に
地
元
で
お
会
い
で
き
ま

し
た
こ
と
が
う
れ
し
い
限
り
で

す
。
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
し

て
お
り
ま
す
。

（
婦
人
会
　
渡
辺
悦
子
記
）

六
百
六
十
四
名
）
参
加
の
も
と
、

東
京
学
芸
大
学
世
田
谷
分
校
で

開
催
さ
れ
た
。

開
会
式
に
は
、
皇
太
子
殿
下
、

同
妃
殿
下
の
御
臨
席
を
仰
ぎ
、

各
国
の
国
旗
を
か
か
げ
て
の
入

場
行
進
に
始
ま
り
、
友
情
の
集

い
が
繰
り
拡
げ
ら
れ
た
。

友
愛
か
ら
は
、
六
名
参
加
、

当
日
私
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
よ
り
依
頼

さ
れ
、
Ｔ
Ｖ
の
解
説
役
に
あ
た

っ
た
。

ロ
ー
マ
か
ら
、
東
京
へ
の
道

程
は
、
険
し
か
っ
た
け
れ
ど
も
、

世
紀
の
祭
典
に
参
画
で
き
た
。

キ
ャ
ン
プ
で
は
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
開
閉
会
式
を
頂
点
と
す

る
各
種
目
の
見
学
を
進
め
つ

つ
、
内
部
で
の
「
青
少
年
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
他
、
各
種
の
催
し
が

あ
っ
た
。

印
象
的
な
交
流

こ
れ
ら
の
行
事
に
つ
い
て
、

立
派
な
報
告
書
も
上
梓
さ
れ
、

映
画
も
作
成
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、
印
象
的
な
行
事
を

二
・
三
あ
げ
て
み
る
。

―
銀
座
パ
レ
ー
ド

開
会
式
の
終
了
後
、
警
視
庁

の
軍
楽
隊
を
先
頭
に
、
日
比
谷

公
園
よ
り
、
東
銀
座
を
一
周
す

る
パ
レ
ー
ド
を
行
な
っ
た
。

警
視
庁
の
反
対
を
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
ム
ー
ド
と
青
少
年
団

体
の
勢
い
で
実
施
に
導
き
、
押

す
な
、
押
す
な
、
黒
山
の
大
観

衆
の
歓
声
に
応
え
た
。

―
ア
ベ
ベ
の
キ
ャ
ン
プ
来
訪

ロ
ー
マ
の
マ
ラ
ソ
ン
を
裸
足

で
優
勝
、
東
京
で
も
優
勝
し
た

世
紀
の
英
雄
ア
ベ
ベ
を
、
キ
ャ

ン
プ
に
招
き
、
キ
ャ
ン
プ
の
青

少
年
と
、
付
属
高
の
高
校
生
に

囲
ま
れ
て
懇
談
を
す
る
快
挙
が

実
現
し
た
。

―
日
本
式
盆
踊
り
の
祭
典

本
格
的
な
櫓
を
組
み
、
尾
花

沢
の
花
笠
音
頭
の
一
行
が
、
笛

『
読
売
時
事
川
柳
』
で
ご
活

躍
の
服
部
迪
夫
様
が
、
早
速

「
川
柳
」
を
ご
投
稿
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
紙
面
の
都
合
で
全

句
掲
載
で
き
な
い
こ
と
を
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

時
事
川
柳
　

服
部
迪
夫
　
作

―
日
光
国
立
公
園
か
ら
独
立

三
猿
も
エ
ー
ル
を
お
く
る
暖
簾

分
け―

パ
ス
モ
登
場

血
液
の
流
れ
を
か
え
る
乗
車
券

―
メ
ジ
ャ
ー
の
マ
ウ
ン
ド
に

桑
田
か
ら
元
気
を
貰
う
中
高
年

―
地
道
な
活
動
に
対
し
て

平
和
賞
無
欲
な
人
の
手
に
届
き

―
野
口
・
浅
田
・
上
田
活
躍

晩
秋
に
日
本
女
性
は
進
化
す
る

友愛婦人会九州旅行

鳩山邦夫先生の地元を訪問

（
四
）
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
世
界
青
少
年
キ
ャ
ン
プ

東
京

品
川

新
宿

池
袋

鶯
谷

や
太
鼓
に
、
花
笠
を
持
参
し
て

参
加
協
力
、
会
場
を
盛
り
上
げ

た
。各

国
の
青
少
年
の
踊
り
の
輪

が
、
グ
ラ
ン
ド
一
杯
二
重
に
も

三
重
に
も
広
が
り
、
付
属
の
高

校
生
、
近
所
の
人
達
も
加
わ
り
、

す
ご
い
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

友
愛
外
廻
り
も
、
宇
宙
の
外

廻
り
を
す
る
程
の
、
歴
史
的
な

意
義
の
あ
る
一
大
行
事
で
あ
っ

た
。こ

の
道
が
、
ま
た
メ
キ
シ
コ

に
続
い
て
ゆ
く
。

（
つ
づ
く
）

機関紙『友愛』原稿募集
２０年度より、機関紙『友愛』に「会員からのお便り」の欄を設けます。
会員の皆様のご投稿をお待ちいたしております。内容は、ボランティア
活動の報告、地域の名物の紹介、季節のお便り等々、何でも結構です。
ご自慢の写真も大歓迎です。皆様の『友愛』に奮ってご投稿ください。
締切り：特に設けません。いつでもご投稿ください。掲載ご希望の月

がある場合は、２ヶ月前に原稿が届くようお願い致します。
要　領：手書き原稿・データ原稿・メールでの投稿何でも対応可能です。
写　真：紙焼き（カラー・白黒）・デジカメデータどちらでも。

別府温泉「地獄めぐり」で記念撮影。溢れる笑顔が楽しさを語る
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